
 

 

 

 

 

 
年明けどりのハクサイの栽培に好適になるように設計された肥効調節型元肥一発肥料です。 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
特長 
年明けどりハクサイの生育に合わせた穏かな肥効が長期間持続します。 

ハクサイは根が繊細で、生育ステージ毎にコンスタントな肥効が必要な作物です。加えて、年明け 

どりの作型は定植後の在圃期間が大変長く、乾燥や低温の影響もあり、収穫時期まで肥効を維持する 

ことが困難でした。この肥料は、秋に定植して年明けに収穫するハクサイに好適になるよう、生育 

初期に効く化成肥料と、葉展開期・結球開始期に効く２種類の被覆肥料を配合しています。 

また、窒素・りん酸・加里以外に、苦土およびほう素成分も配合しており、高成分にみえますが、順に 

じっくりと効いて生育が安定します。水分の過多にも影響されにくい省力･肥効調節機能肥料です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

施用量・施用方法 
施用量は地域・品種・地力により異なりますが、120kg/10a（窒素成分量で30kg/10a）が標準です。 

堆肥・苦土石灰などの土壌改良材を通常通り施用した後、全量を全層混層で施用してください。 
  

ベストマッチ® 葉菜用年明けどり556 

 25-5-6-Mg1-B0.05 

181004GKASTS 

N 

窒素 （化成） 1.5 kg 

窒素 （被覆） 3.5 kg 

P りん酸（化成） 1.0 kg 

K 加里 （化成） 1.2 kg 

Mg 苦土 （化成） 0.2 kg 

B ほう素（化成） 0.01 kg 
 

（１袋２０kgあたり） 

  

ベストマッチ葉菜用年明けどり556の肥効イメージ 

初期に効く 

被覆尿素 肥
効 

9月 10月 

中期～後期に

効く 被覆尿素 

11月 12月 1月 2月 3月 

初期に効く 

化成肥料 

 


